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〈論　説〉
日本茶碗と中国急須の比較研究
劉　　　　　偉
Abstract
　What the Japanese Sado pays much attention to is the communication between 
people. A teabowl which has function of enhancing relationship between host 
and guest, becomes the bridge of emotional communication between the host and 
the guest, and occupies an important position in Japanese Sado. Conversely, the 
Chinese tea ceremony pays more attention to the fragrance of tea, thus the teapots 
which could improve fragrance of tea become the most important appliance, 
which contributes to the Chinese reﬁned scholars’　behavior of cultivating the 
teapots. This shows that the Japanese Sado focuses on the relationship between 
people, while the Chinese tea ceremony pursues the relationship between people 
and things.
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1. はじめに
　喫茶具を構成する種々の用具や道具のなかで、セレモニーとしての喫茶、
すなわち茶道において最もポピュラーなものは何であろうか、日本の場合、
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普通に考えられるのは釜であろう。しかし、筆者は茶碗だと考えている。
なぜかというと、茶道具の中で茶碗は主人と客が距離なしに付き合う唯一
の道具であるため、客は茶碗を通して亭主のおもてなしを感じるのが茶碗
である、確かに釜は茶室の面から考えたら、釜であるかもしれないが、茶
道の世界には一番重要なことは人間関係である、だから人間関係から見る
と茶碗が亭主と客に間の橋のような重要な人間関係を担っている。他方、
中国の喫茶セレモニーを考えたら、それに当たるのは茶壺（急須）と言っ
てよい。本論は中日茶道具を通して、「茶碗」と「急須」の例をあげて、
現代中日両国の茶道具を簡単に比較する研究である。
2. 茶碗と人間関係
　抹茶を飲むための茶碗には多くの種類がある。日本では、茶碗は主に三
様に分けられる。それは作った国の名によって「唐物」、「高麗物」、「和物」
と分ける。和物では「楽」を推すからである。それぞれの国が違い、風が
異なるぐらいなら当然なことに過ぎぬ。本文は和物の楽茶碗を中心に述べ
る。
　利休により、「湯を沸かし茶をたててのむばかり」といったのは、やは
り亭主は客にうまい茶を飲ませるということを意味したのである。ところ
で、亭主は茶碗の中で茶を立てると客人は茶碗で茶をのむことである。む
しろ亭主と客の間に茶碗という媒介を利用して交流することである。です
から、茶道具の中で茶碗が主人と客が距離なしに付き合う唯一の道具であ
るため、客は茶碗を通して亭主のおもてなしを感じるのが茶碗でもある、
さらに茶道は一番重要なことは人間関係である、だから人間関係から見る
と茶碗が亭主と客の間に橋のような重要な人間関係を担っている。亭主は
茶碗で点前をしながら、そして茶碗を通し客に自分の心を通じさせようと
する。一方、客は茶碗を通し亭主のおもてなし、美意識を味わう。茶碗は
主客一体となった。林屋は、「特に茶の場合、茶を点てるという動作とと
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もに、茶埦をはじめとする道具のとりあわせが重んぜられていて、感覚に
訴え智慧をはたらかせる面が極めて多い 1」と述べている。茶道は茶碗から
茶碗までの亭主と客の取り合わせる演劇だとよく比喩される。茶道具の中
で茶碗が主人と客との距離をなしに付き合う唯一の道具である。客は亭主
の点前作法を通じて茶碗で茶を飲むだけではなく、その姿を手にとって、
触感を感じることができる。抹茶と茶碗の調和、取り合わせを味わい、そ
の雰囲気を最高に楽しむことができる。その面からみると、茶碗は亭主と
客の間に橋のように、相互の理解を深める存在である。客は、茶碗を通じ
て亭主の茶道に対する理解や、美意識などを知る。亭主は、点前作法をし
ながら自分の用意した茶碗を媒介として客に自分の心を通じさせ、自分の
おもてなしの気持ちを伝えようとする。茶碗は亭主と客の間でかなり重要
な役を務めている。茶碗を通して主客の愛情の神秘が交換される。そこに
茶のロマンチックな秩序があるのだ。茶室と茶器の配置、茶器と主客の美
意識の交わりを最高のものとするために生まれた総合的、調和な美である。
客はまず茶碗から亭主の美意識をわかり、こころの交流が初めてできる。
茶碗を拝見してから、掛け軸、花入を伺い手順は茶会、茶事の流れである。
だから、茶碗をはじめとする主客の交流ができた。つまり、茶道世界の人
間関係はものを通しての関係である。
3. 茶碗の美と季節感
　茶碗の美といえば実用性である、まず、茶碗の寸法からみる、田中仙翁
『茶道の美学』2の中で、「日本人は縁は手のかかるような大きさにとどめ、
器を持ための特別な把手を考えることとはなかった。主として使われてき
た汁を入れる木椀の大きさは、両手の人差指と親指を合わせてできる円形
とほぼ等しい。これは、両手の中にすっぽり入り、使ってみて違和感がな
 1 林屋辰三郎　『茶会と点前』角川書店1964年34頁
 2 田中仙翁『茶道の美学』講談社学術文庫1996年31頁
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い寸法である」と述べている。柳宗悦は美について、「美を」識してつく
られたものより、用を主にした物にははるかに美しいものが多い」と述べ
ているように、茶碗が実用性を考えてつくられている。柳宗悦により、「ま
ず、実用性、即ち日々の使用に耐えるために頑健であることが求められる。
そのために、ただ奇をてらったような病的なもの、過度に装飾的なものは
排される 3」と述べている。茶道用の茶碗は柳氏の述べた通り、実用性が一
番から考えている。柳は『工藝の道』の中で、「されば地と隔る器はなく、
人を離れる器はない。それも吾々に役に立とうとてこの世に生また品々で
ある。それ故用途を離れては、器の生命は失せる 4」と述べている。「和物」
の代表「楽」である茶碗が挙げられる。特にその実用性、外観からみると、
唐物より小さな低い高台をもって、まるで高台がないのと同じほどの高さ
になるが、高台脇の茶碗の腰が手をかけやすく作られている。また、手に
とったときの重さ、手で触れたときの感触も大切にされた。
　柳は『工藝の道』の中で「この感触は、青磁や天目の茶碗ではあまりに
表面が緻密に過ぎ、滑らかで、趣に乏しい。粗雑でなく精緻でもない適当
な感触がもとめられた 5」と述べている。粗雑でなく精緻でもない適当な感
触は侘び寂びの美意識である。その発想は全て利休の時代からあった。例
えば、利休は井戸茶碗など高麗の雑器を使っている。桑田は、「その井戸
茶碗は実は当時朝鮮人の1杯盛りきりの飯茶碗である。またうがい茶碗と
か筆洗とか薬用人参用の湯のみもあった。利休の作意による長次郎焼きの
今焼き茶碗、後の楽茶碗も実はただの雑器にすぎない」6と言った。利休の
目明きにより発見したものには、雑器の類のものばかりであるが、それは
「侘び寂び」という言葉は日本人の美意識を象徴される。岡倉 7により「美
意識とは、「枯淡の美」、「不足の美」、「不完全の美」、「否定の美」」といっ
 3 柳宗悦『工藝の道』講談社学術文庫2005年52頁
 4 柳宗悦『工藝の道』講談社学術文庫2005年150頁
 5 柳宗悦『工藝の道』講談社学術文庫2005年33頁
 6 桑田忠親『茶道の歴史』講談社学術文庫1979年53頁
 7 岡倉天心『茶の本』（著）大久保喬樹（訳）『茶の本』角川文庫2005年92頁
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ている。落ち着いた雰囲気に調和した茶室と粗雑でなく精緻でもない適当
な感触の茶碗を取り合わせ、限られた空間で茶を飲むのが、亭主のおもて
なしである。
　また、茶道具はとり合わせの美を追求するために、たとえば、茶碗と茶
室の関係を考えなければならない。厳しく深い茶室にふさわしい茶碗を取
り入れることはよく耳にする言葉である。
　　楽吉左衛門氏は、「ムキ栗」という黒楽茶碗の、褐色をおびた黒釉に
散らされる模様の趣きは、待庵の荒くれた土壁に散らされる藁すさの
ようだ、とも言う。　　　　　　　　　　　　　　　（松岡1999:87）
　利休の作として伝えられる究極の茶室「待庵」は、二畳と床の間だけで
構成される極小空間である。そこで、客を迎える亭主と迎えられる客が対
峙すると、互いの息づかいが感じられるほど濃密な人間関係が生まれる。
その中で、手づくりの茶碗を手渡すということは、自分の気持ちを込めた
一服の茶をまさに手から手へと直接相手に手渡すということである。そこ
では、器物である茶碗の存在さえ忘れてしまうかもしれない。手づくりの
茶碗は、手の形、互いの手そのものなのだ。そうした関係性の中にあって
こそ、手づくりの茶碗の持ち味がいかされるのである。
　茶道の世界は季節感を大切にする。掛け軸や茶花、道具などで季節感を
よく表現することである。茶道具の中で茶碗は重要な役目を担っている。
客として一番大きな権利は茶道具を拝見することである。お茶をいただ
いってから茶碗の形、模様を拝見し、亭主のおもてなしを読み込むことで
ある。茶碗の模様、形により季節感を表現する、客は茶碗を通して季節の
美をあじわう。そして茶碗の「銘」には季節に関する言葉をつけて、その
季節に合った道具を取り合わせる。季節に合わせて茶碗の「銘」をつける
ことがある。例えば、春は「春風」、「若葉」という銘を使い、夏は、「滝の糸」、
「虫の声」、秋は「秋風」、「錦秋」、冬は「初雪」、「寒梅」などをよく使わ
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れる。主客はお茶碗の聞き取りを取りながら、季節感を感じたり、感じさ
せたりすることである。お茶は、季節をめぐりながら、限りある時間から
こそ、味わい時間に大切することを珍味することができた。茶碗の形も、
季節にもあわせて使われる。夏は、広口の平茶碗を使い、冬は、背が高く
て、口が狭い筒茶碗を使うことである。それは茶の温度を調整し、客によ
く美味しい茶をだすための心がけである。そして季節を表現することでき
る。茶道は切り替わる季節の追求するにより、特独な美を生まれるし、茶
道に魅力的なところである。
　岡倉天心によれば、茶道の本質は、不完全ということの崇拝物事には完
全などということがないという畏敬の念をもって受け入れ、処することで
ある。不可能を宿命とする人生のただ中にあって、それでもなにかしら可
能なものを成し遂げようとする心やさしい試みが茶道なのであるという。
岡倉は更に『岡倉天心全集1』の中で、　
　　十五世紀になると、日本で、審美主義の宗教である茶道に高められる。
茶道は日常生活のむさくるしい諸事実の中にある美を崇拝することを
根底とする儀式である。それは純粋と調和を、人が互いに思い遣りを
抱くことの不思議さを、社会秩序のローマンティシズムを、諄々と心
に刻みつける。それは本質的に不完全なものの崇拝であり、われわれ
が知っている人生というこの不可能なものの中に、何か可能なものを
成し遂げようとする繊細な企てである。　　　　　（岡倉1980:266）
　楽茶碗がそうであろうか。これは茶人である利休が指導をし、自らの好
みによって作らせた茶碗である。色も赤と黒という二種に限り、中に入れ
た抹茶の緑色を際立たせるような釉薬が選ばれている。形から使った感触
といった点まで、利休の茶の湯に対する美意識が盛り込まれている、それ
ぞれ工夫の繰り返された過程が知られる。茶道具の中で、主客の距離を縮
められるのが、茶碗である。楽茶碗のように、茶人が自ら作るのか、自分
89
日本茶碗と中国急須の比較研究
の好み通りに選べるのか、どちらにしでもそこに茶人の心境が表われる。
それゆえ、茶碗は人間関係の橋とも言えるであろう。
4. 急須（紫砂壺）の機能、形、精神性
　水を「茶の母」に比喩すれば、茶道具はまさしく「茶の父」と言える。
茶道具の変遷と発展は、飲茶の方法と密接に関わっている。茶道具は各時
代の飲み方に従って作られたものである。黄により、「明末に頭角を表し
た宜興産急須（紫砂壺）が上げられる 8」と言っている。また、蔡定益により、
「茶人は茶事活動中に注目焦点は壺と盞に移動した 9」。中国茶の世界で急
須は「茶壺」と言う。明代以来手作り（全手工）法により製作され、機能
性と芸術性か高く評価される。現在、急須（紫砂茶壺）及ぶ生産地域は中
国の国家級非物質文化遺産となった。急須は美術的価値付けや陶土の希少
性から投機対象となり、破格的な価値をつけられるようになった。茶芸に
おいて、茶道具は茶を入れる容器だけでなく、茶を美味しく飲む為に不可
欠な一部となっている。急須は中国南方、台湾、香港などを中心に、ウー
ロン茶あるいは工夫茶に欠かせない道具になった。本来実用品であったは
ずの急須（紫砂壺）は道具以上の存在となっていた。
　茶を飲むとき、道具が欠かせない。中国では茶の種類が多く、種類によっ
て淹れ方や使われる茶道具も異なっている。例えば、「工夫茶」を飲む時には、
「四宝」と称される茶道具を要する。特に、「孟臣罐 10（急須）」が「工夫茶」
を飲むためには、欠かせない。中国茶書は茶道具について、大量の頁数を
使って書いている。例えば、唐代の茶書『茶経』の中に、茶の製造道具と
 8 黄墩岩『中国茶道』暢文出版社1992年24頁
 9 蔡定益『茗香流芳－明代茶书研究』（中国語）中国社会科学出版社2017年127
頁
 10 広州では、茶壺と言わず、孟臣罐と言う。日本では、茶葉をいれ、お茶をひたす器。
「茶注（ちゃちゅう）」、「土瓶（どびん）」、「宝瓶（ほうひん）」、「絞り出し」など、
時代　形　作家によって様々な呼び方がある。総称で「急須」と呼ぶことが多
い。
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喫茶道具（四之器）11両方とも記述されていた。「盌」（ワン）は茶を飲む「碗」
のことを指していた。茶碗は陶磁器製である。『茶経—四之器』12の中に茶
道具（茶碗）の生産地が七ヵ所をあげられている。その優劣を製品の色調
と茶の発色との関係で論じている。宋代の茶碗については、宋徽宗の中『大
観茶論』に闘茶のとき、白い泡がはっきり表現されように、対照的な色濃
い茶碗が顕著であった。宋代の茶碗は、「紺黒」の色が一番良いとされた
のである13。「闘茶」のきっかけを茶の発色が重視されていた。茶の色が綺
麗に見えるように、茶碗の色を考えて選びことである。しかし、明になると、
茶葉茶が主流になったことをきっかけに、新たな茶道具が生まれた。茶を
淹れる道具と飲む道具が同時に登場することになった。淹れる道具は急須
（紫砂（紫泥））に変わった。宜興産の急須は鉄分が多く、茶の味をまろや
かにすると言われる。その急須は一番の魅力は、茶を美味しくすることで、
道具の機能が求められるようになった。
　1950年代半ばに、急須（紫砂壺）の製作の場は工房制から国営工場と
なった。1970年代に、改革開放の進展と共に工場は衰退し、生産体制は
再び工房制へと転換した。この動きと重なるように1980年代の香港、台
湾における茶壺ブームを端緒として、2010年ピークに業界は隆盛を極めた。
2016年の時点で、ほぼ個人工房制が中心になって生産されている。
　中国人が飲茶をする場合、茶の色、香り、形、また茶道具の取り合わせ
と工芸品の鑑賞を重視する。つまり、茶道具は茶人にとって実用品であり、
工芸品でもある。宜興の急須はその二つの面をあわせてもっている。
5. 茶道具の機能性（美味しくなる）
　飲茶法の変遷と共に、各時期の茶道具の様式も異なっている。例えば、
唐代は煮る茶であり、目の視線は風炉を注目する。その意味で風炉が中心
 11 陸羽『茶経—四之器』云南出版集団云南人民出版社2011年133頁
 12 布目潮ふう 中村喬『中国の茶書』東洋文庫289 1976年73頁
 13 布目潮ふう 中村喬『中国の茶書』東洋文庫289 1976年209頁
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であった。宋代になると、点茶が主流になった、風炉の代わりに茶盞（茶
碗）に中心になった。茶筅で立てた白い泡に集中し、茶碗は茶の発色を考
えて、黒釉茶盞が人気になった。特に、焼き立てた紋様の線が憧れであっ
た。明代になると、散茶（茶葉）が盛んになり、急須（紫砂壺）が重要な
茶道具にかわってきた。急須は茶を美味しくするし、急須自体も芸術性を
もっていた。そのため急須が珍重されるようになった。明代『茶疏』14により、
粗砂で製られているが、その砂の雑じり具合が適正で、土くさい気（にお
い）がしないからであると述べている。急須が大切になった大きな理由は、
急須原料である紫砂が関係する。それは茶の香りを長く保ち、茶の味をよ
りひきだし、茶の香りを美味しくするからであった。『茶疏』15に以下のよ
うに述べている。
　　砂の性が微かながら滲み出るし、また釉を用いないので、香りが発揮
されず、冷めやすく餿り安いからである。　 (中村　1976: 357-358)
　明代以降、散茶になったために、急須という茶道具が生まれてきた。中
国で最も有名な急須は、太湖のすぐ西の宜興で採れる紫砂という多孔質粘
土で作られたものである。そこでとられる岩は、1150—1180度（光学高温）
を加熱して朱色を呈すことになる。その土は主に紫色であるため「紫砂」
という。紫以外に赤、青、緑、黄があり、五色土とも言う。紫砂というの
は宜興産の土の総称であり、特定の種類の土を指している名称ではない。
宜興の紫砂が有名になったのは元の原料朱泥が起因である。朱泥の特徴は、
宜興の朱泥が茶の味を非常にまろやかにすることから、その名は中国にと
どまらず、世界中に広がった。そこの朱泥で作られた急須は、長く茶葉の色、
香り、味を守る。急須の多孔は茶の香りを吸い込んで、急須の中茶の痕を
残す。急須は使われると茶の香りを持つようになる。長く使われた急須は
 14 布目潮ふう 中村喬『中国の茶書』東洋文庫289　1976年357頁
 15 布目潮ふう 中村喬『中国の茶書』東洋文庫289　1976年357-358頁
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茶葉を入れなくても、茶の香りがする。ところで一つの急須は一種類の茶
葉を淹れるのが基本である。多くの種類の茶葉を淹れると、急須の茶の香
りが純粋ではなくなる。中国には「人手一壺」（個人用の急須）という言
葉がある。顧景舟の自伝によれば、宜興人には個人用の急須をもって茶館
行く習慣がある。現在では、茶館で個人用の急須を用意されている。常連
客の場合は、茶葉と個人の急須を買って、あるいは好みの急須を持っていっ
て、茶芸の資格を持って茶芸師は茶を入れてもらう場合もよくある。この
サービスを提供する茶館が一般的になった。急須は以下の定義に沿った土
であれば、茶の味をまろやかにする性質を有する。特に宜興で取られた紫
砂で作られた急須は、
1. 砂の粒子が非常に細かい。
2. 鉄分が豊富に含まれる。
3. 他の金属ミネラル (亜鉛や銅など )を余り含まない。
　つまり、宜興の茶壺が珍重されるのは、保温性に優れ、使うごとに茶の
香りを呼吸してたくわえ、長時間でも茶葉の鮮度を保つためである。明代
許次紓『茶疎』16によれば、
　　往時は龔春の茶壺、最近は時彬の手に製るものが、大いに時人に珍重
されている。これらは、粗砂で製られているが、その砂の雑じり具合
が適正で、土くさい気がしないからである。（中略）砂の性が微かな
がら滲み出るし、釉を用いないので、香りが発掘されず、冷めやすく
くさいからである。　　　　　　　　　　　　　　　(中村1976:357)
　材料は、粗砂が使われている、その砂があれば都合が良い、土ではない
ため、土の臭いが全然しないからである。磁器と違って、釉を使わないた
め、茶の香りが逃げない。湯の温度も長く保つことができる。茶を入れる
道具として、材料からみれば、呼吸、保温さどうち面から見ると、急須は
 16 布目潮ふう 中村喬『中国の茶書』東洋文庫1976年357頁
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茶道具として最適と言える。
　製法は、陶土の特性からすべての工程打身法が用いられる。焼成後は素
地の気孔率が上がり、通気性をもち、熱伝導は下がるという特徴が備われる。
原材料の鉱土から採取ができる紫砂陶土は僅か0.1%程度である。現在資
源保護のため採掘は禁止とされている 17。陶土確保の実情から、陶芸師に2
極化現象が生じている。
　急須はより茶の香りを保ち、茶の美味しい味を引き出すことに優れてい
る。要するに急須は茶を美味しくする機能性と型かたちの美術性をあわせ
もつ。急須は人間美学を反映したものということができる。急須は全て職
人が創作してきた。宜興の茶壺職人の中でもとりわけ名声が高いのは、16
世紀半ばの供春と近代の顧景舟である。現在、北京の中国国家博物館には、
供春作とされる宜興茶壺の最後の一つ「樹瘤」壺が収蔵されている。顧景
舟は（1915-1996）1980年代後半に中国国家軽工業部が認定した中国工藝
美術大師の資格を初めて取得した。近代の「壺藝泰斗」と言われている。
彼の代表作品は、僧帽壷，提壁壷，上新橋壷，漢雲壷，倣古壷，石瓢壷，
倣古如意壷，井欄壷など多く知られている。
　中国における茶の歴史をみると、中国人が茶の味を追求してきたことに
気付く。茶の論著は『茶経』、張又新の『煎茶水記』、宋徽宗の『大観茶論』
などがあげられる。これらの論著、論文には、美味しく茶を淹れるために、
栽培、煎じかた、茶器、水などが詳しく記されている。
　美味しい茶を追求した結果、急須は茶芸として親しまれ、代代受け継が
れてきた。中国人が茶の香りにこだわることは、不変的とさえと言える。
現代の茶芸で重要な点は、美味しい茶をだす、美味しく茶を入れることに
尽きる。
6. 養壺から見る人と物の関係
 17 2016年に実施した
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　中国の茶道具は美の代名詞と言われている。特に急須は中国茶道具の中
で、陶磁器の代表と言える。明代周高起の『阳羡茗壺系』によれば、「近
百年中、壺黯銀錫及闽豫瓷，而但杜工部云「倾金注玉驚人眼」，高流務以
免俗也。至名手所作，一壺重不數両、價重毎一二金、能使土興黄金争價。」
という、百年に、壺は銀から闽豫瓷を経て、現在は宜興陶が流行る。名人
作の茶壺の価格は一二十金ごとに、土は金値段にすることができること
至るほどがあった。18」と述べている。当時の年収は大体36金で、つまり、
年収で一つ、二つの急須しか買えなかったほど珍重されたことがわかった。
明代には、宜興の急須はもう人気があったわけである。
　急須は、茶を美味しく飲むだけるたけではない。（明）周高起は、「壺入
用久、涤拭日加，自発暗然之光、人手可鉴，此為書房雅供」19と述べている。
つまり急須は長く使っていると、自然に光が出すため、文房具のように人
が愛される。急須は目の肥えた人が愛情をかけて使い込んでゆくと、艶を
増やして美しくなる。その為、宜興の紫砂で作った茶壺は、喫茶具として
愛せられ、工芸品、文房具として蒐集されることが多くなった。中国では
よく「求壺不求官，干水甚干禄」と言い方がある。役人より急須のほうに
憧れるという意味である。
　明代周高起の『阳羡茗壺系』によれば、「百年に、壺は銀から闽豫瓷を
経て、現在は宜興陶が流行る 20」、明代に急須が高価だったにもかかわらず、
求められたのは以下の理由によると述っている。
一、茶壺の原料は砂（粗砂）である。宜興の土（紫砂土）の中に砂があり ,
呼吸することができるため、茶が美味しくなる。
二、急須自体が鑑賞に値する美しさをもっている。宜興の紫砂土は五つの
色がある。釉薬を使わずに自然な色つけである。モチーフは、人物、動
植物、物などである。中国の伝統的なイメージが多く投影されている。
急須デザインの基盤となっている。例えば、春秋時代は美女のイメージ
 18 許之衡『阳羡茗壺系』浙江人民美术出版社2016年173頁
 19 周高起『阳羡茗壺系』『丛書集續編』第90冊、新文豊出版公司1988年版
 20 許之衡『阳羡茗壺系』浙江人民美术出版社2016年173頁
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で、急須のかたちは丸々壺胴で西施の豊満な体型をあらわし、中国の歴
史上の美女像を表現した。
三、工芸技術である。粘土を板状にしたものを叩きながら成型する。型は
全て手作りである。
四、紫砂壷は実用性と美術性の両方を満たす。
　つまり、急須は、実用性とともに、美術性があるために求められる。急
須は手作りなので鑑賞の対象となる。それは、中国の伝統「美」と相通じ
るところがある。
　茶人が、高い値段で手に入れた急須は、大切に使われたことは“養壺”
という。そのまま無事に使われば望ましい色になれる。さらに年を経れ
ば、もっと雰囲気の良い急須になると期待できる。養壺という言葉は、時
間をかけて自分の唯一のものにすることを意味する。毎日愛情を注ぐと、
急須の色がまろやかになり、艶感、深みも出る。養壺によって、人ともの
の間にある程の感情が生まれる。人は、急須を自分の子のように育てる。
養壺によって、茶を楽しみながら物への愛も生まれる。ものを大切にする
気持ちをあらわす。その主役は「急須」ではなく、「人間」である。よく
「養壺如養性」という。柳宗悦によれば、「工藝の美が善と結合しなかった
場合はない。美が善でないなら、美たることもできぬ21」と述べっている。
柳氏述べているように、美が生み出すのが善（心）という前提である。そ
れは汗をかけて作る人にとって言えるし、第2の命をくれる人間でも言え
ることである。急須の美は、「壺」は物でありながらも、日々の育てをう
けて、急須自体に艶感がでる、人間の愛が伝わる。その深みは人と物の情
感をあらわしている。養壺の「養」は、時間をたっぷり使い、精力を注ぐ
ことを意味する。人にとって、自身の修練であり、同じ動作を繰り返すに
より、心を穏やかにし、急須自体も艶感がでてくる。時間を掛けてできた
色をした器は心の器である。要するに密意はいつも茶人の心に帰ってくる。
味なき心から、味わいある物が生まれてくる。所謂姿を超えて見えてくる。
 21 柳宗悦『工藝の道』講談社学術文庫2005年56頁
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人の愛情によれば、よりふさわしい深い美が生まれてくる。養壺は、急須
の第2の生命の美に出逢うことができる。つまり、急須が「生」から「熟」
になる過程である。それは子供から成人になる過程とも言える。人の手で
触って、愛情の茶の湯を浴びて、真の美を出す。人ともの、ものと人間に
深く、無言の対話がなされ、人は、人生を考え、精神を鍛えられる。
7. 日中道具の比較
　茶道は茶碗から茶碗までの亭主と客の取り合わせる演劇だとよく比喩さ
れる。茶道具の中で茶碗が主人と客との距離をなしに付き合う唯一の道具
である。客は亭主の点前作法を通じて茶碗で茶を飲むだけではなく、その
姿を手にとって、触感を感じることができる。抹茶と茶碗の調和、取り合
わせを味わい、その雰囲気を最高に楽しむことができる。茶道の世界は重
要地位を付けている。一方、それに対して、中国茶芸は茶を淹れる道具と
茶を楽しみ道具をはっきり分かれていった。急須は実用品であり、工芸品
でもある。美味しく茶を入れる実用性と工芸品としての鑑賞性両方を伴っ
ている。そのため多くの人々が愛されている。
　茶碗と急須の共通点とは、薪から得る工芸品である。茶道として使われ
る茶碗と茶芸を代表する道具の急須どちらでも、冷やかな科学や機械的作
法を超える手工品である。陶工に愛を以てそれらを生み造った。つまり、
茶碗と急須は職人たちの熱力と薪によって得られる柔らかな美である。茶
碗が手で生まれた不均等な美は、機械の動きより生まれない形である。そ
の不規則な形は人の手により運動で求めている。一方、急須の場合も、石
や土の色そのまま天然な色で、人の手により動かす轆轤、と叩きと火を
かけることにより生まれる美である。その美は点、線、面三つの要素で形
成されている。膨らんで丸（面）、鋭い角（線）、厳かな胴（点）、これら
全ては手で生み出され美である。柳宗悦によれば、「心が機械を支配せず、
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機械によって心が支配される時、芸術は永く吾々から去るのである 22」と
述べている。茶碗と急須両方とも手によりうむ出された美である。しかも、
鑑賞性と共に、両方が実用性も持っていることが言う必要がないである。
　茶碗と急須の相違点とは、茶碗が主客の媒介である。つまり、物を通し
て人と人付き合う。急須は人と物の関係である。日本茶碗とは人間関係の
橋とも言える。その人間関係と言えば、主客の間に人間関係である。主客
は茶碗を通じて交流ができていることである。林屋は、「特に茶の場合、
茶を点てるという動作とともに、茶埦をはじめとする道具のとりあわせが
重んぜられていて、感覚に訴え智慧をはたらかせる面が極めて多い 23」と
述べている。茶道具の中で茶碗が主人と客との距離をなしに付き合う唯一
の道具である。客は亭主の点前作法を通じて茶碗で茶を飲むだけではなく、
茶碗の姿を手にとって、触感を感じることができる。つまり、客は茶碗を
手で触ったり、口をつけたりより、その中に亭主のおもてなす気持ちは茶
碗を通して客に伝える。客は抹茶と茶碗の調和、茶碗と茶室の取り合わせ
などを通して亭主の馳走を読み込むことができた。茶碗は主客の間に心を
つながっている。そして雰囲気を最高に楽しむことができる。亭主は、点
前作法をしながら自分の用意した茶碗を媒介として客に自分の心を通じさ
せ、自分のおもてなしの気持ちを伝えようとする。茶碗は亭主と客の間で
かなり重要な役を務めている。
　一方急須の場合は、主客という人間関係というより、人間とものの関係
である。人とものが“養壺”という行為で、愛情を現れてくる。人が急須
に愛情を注ぐと、急須の色がまろやかになり、艶感、深みも出る。「養壺」
によって、人とものの間にある程の感情が生まれる。人は、急須を自分の
子のように育てている。「養壺」によって、茶を楽しみながら物への愛も
生まれる。ものを大切にする気持ちをあらわす。その主役は「急須」では
なく、「人間」である。よく「養壺如養性」という。「壺」は物でありなが
 22 柳宗悦『工藝の道』講談社学文庫2005年40頁
 23 林屋辰三郎『茶会と点前』角川書店1964年34頁
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らも、日々の育てをうけて、急須自体に艶感がでる、人間の愛が伝わる。
その深みは人と物の情感をあらわしている。
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